
持続可能な米づくりを目指した

多収穫米栽培マニュアル作成！

持続可能な米づくりを推進するため、「多収穫米栽培マニュアル（暫定版）」を

作成しました。米づくりの担い手が生産コストの削減を達成するための多収穫水稲

品種や、低コスト化技術等を盛り込んでいます。

【背景・目的】
島根県は「持続可能な米づくり」の実現に向け、担い手（集落

営農法人等）の育成や農地集積により、米生産の多くを担い手が
行う構造への転換を進め、併せて、多収穫水稲品種や低コスト化
技術等の導入による米生産のコスト削減を達成し、持続可能な経
営の実現を支援する取り組みを進めています。

【実施内容】
当センターでは、持続可能な米づくりを実現する指針として、

多収穫水稲品種の栽培暦や生育目安を記載した「多収穫米栽培
マニュアル（暫定版）」を作成しました。

具体の内容は、当センターの下記ホームページに掲載して
います。

今後は、この栽培マニュアルの改訂を行いながら、実需者ニ

ーズの高い米生産の普及を進め、多収穫水稲品種やその栽培技

術の現地実装を支援して行きます。

島根県農業技術センターHPに掲載しています
https://www.pref.shimane.lg.jp/nogyogijutsu/gijutsu/

問い合せ先：栽培研究部作物科（担当：川岡達也・田中亙）

TEL ０８５３－２２－６９４６
Ｅ_mail:nougi＠pref.shimane.lg.jp

No.４４３ 
2021 ２-２６ 

持続可能な米づくりを目指した
多収穫米栽培マニュアル

（暫定版）

令和3年２月

島根県農業技術センター
持続可能な米づくり推進チーム

多収穫米栽培
マニュアル（表紙）

 

 
 

 

13cm・2.5葉・3～4本/株

中旬

　
・
堆

肥
等
の
有
機
物
施
用
に
よ
る
土
づ
く
り
を
徹
底
す
る

　
・
基

肥
一
発
→

窒
素
一
０
㎏
/
一
〇
a
を
目
安
に

３　月 ４　月 ５　月 ６　月 ７　月 ８　月 ９　月

上旬 中旬 下旬 下旬

　

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬

◎
早
期

に
完
全
落
水
し
な
い
こ
と
！

　
・
出

穂
後
二
０
日
頃
ま
で
は
間
断
か
ん
水
を
続
け
る

　
・
登

熟
を
促
進

◎
適
期

刈
取
り
の
実
施

　
・
青

味
籾
率
　
（

一
〇
～

一
五
％
）

下旬 上旬

　
・
適

正
な
乾
燥
（

水
分
一
四
～

一
五
％
）

◎
適
切

な
乾
燥
調
製
を
行
う
こ
と

　
・
調

製
は
ラ
イ
ス
グ
レ
ー

ダ
ー

網
目
一
.

八
五
m
m
以
上

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

(

可
能
な
ら
一
.

九
〇
m
m
以
上

)

◎
仕
上

げ
防
除
を
徹
底
！

　
・
カ

メ
ム
シ
防
除
①
回
目
（

穂
揃
い
期
３
日
後
頃
）

　
・
カ

メ
ム
シ
防
除
②
回
目
（

①
回
目
の
一
〇
日
後
頃
）

　
　
　

　
・
施
用
時
期
出
穂
前
二
五
日
頃
（

幼
穂
長
一
㎜
）

　
　
　
・
窒
素
成
分
　
二
・
０
～

三
・
０
㎏
/
一
〇
a
を
目
安
に

　
　
　

　
・
施
用
時
期
出
穂
前
一
五
日
頃

　
・
紋

枯
病
防
除
（

穂
ば
ら
み
期
）

　
・
穂

い
も
ち
防
除
（

出
穂
前
二
～

三
日
）

◎
軽
め

の
中
干
し
の
実
施

　
・
茎

数
が
株
当
た
り
二
十
本
程
度
に
な
っ

た
ら
開
始

　
・
根

の
健
全
化
、

無
効
分
げ
つ
の
発
生
防
止

◎
穂
肥

の
適
期
適
量
施
肥
を
心
が
け
る
（

体
系
施
肥
）

　
　
　
・
窒
素
成
分
　
二
・
０
～

三
・
0
㎏
/
一
〇
a
を
目
安
に

◎
活
着

後
は
早
め
か
ら
間
断
か
ん
水
を
開
始

　
・
分

げ
つ
の
発
生
促
進

　
・
ガ

ス
抜
き
と
新
根
の
発
生
を
促
す

◎
作
溝

の
設
置

　
・
水

管
理
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
行
う

　
・
植

え
付
け
株
数
六
十
株
／
坪
（

株
間
十
八
㎝
・
条
間
三
〇
㎝
）

◎
水
管

理
に
よ
る
初
期
生
育
の
促
進

　
・
浅

水
管
理
に
よ
り
地
温
を
高
く
維
持

　
・
低

温
や
強
風
時
は
深
水
管
理

◎
除
草

剤
の
適
期
散
布

　
・
雑

草
の
発
生
状
況
等
を
み
て
、

適
期
に
除
草
剤
を
散
布

　
・
育

苗
期
間
の
温
度
管
理
、

か
ん
水
に
注
意
す
る

◎
基
肥

の
施
用

　
・
窒

素
成
分
　
四
㎏
/
一
〇
a
を
目
安
に
（

体
系
施
肥
）

◎
植
付

け
は
適
正
に
！

　
・
植

え
付
け
時
期
　
四
月
下
～

五
月
上
旬
頃

　
・
一

株
植
え
付
け
本
数
　
三
～

四
本

主
な
管
理
作
業
の
内
容

◎
土
づ

く
り
を
心
が
け
る

◎
健
康

な
苗
づ
く
り

　
・
種

子
消
毒
剤
ま
た
は
温
湯
消
毒
に
よ
る
種
子
消
毒
を
行
う

　
・
浸

種
時
間
は
積
算
温
度
一
〇
〇
℃
を
目
安
と
す
る

　
・
乾

籾
一
二
〇
～

一
四
〇
ｇ
/
箱
程
度
の
播
種
量

浸種水温は10～15℃ 適切な栽植密度（株間18cm） 適切な水管理で生育促進 【体系施肥】幼穂形成期の穂肥 防除の徹底 適期刈取
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種子予措 育苗 活着 有効分げつ 無効分げつ 幼穂形成・穂ばらみ 登熟

16～18本/株 21～23本/株 稈長75cm・穂長20cm・穂数16～18本/株(310本/㎡)

下旬 上旬 中旬

cm・株/㎡ 本/株 本/㎡ 粒/穂 粒/㎡ ％ ｇ kg/10a

株間　栽植密度
18 ・ 18.5

16.8 310 100 31,000 86.1 23.6 630

「 つ き あ か り 」 栽 培 暦 （ 暫 定 版 ）

植付株間・栽植密度 １株穂数 ㎡当穂数 １穂籾数 ㎡当籾数 登熟歩合 玄米千粒重 収量(精玄米）

① 熟期が早く作業分散ができる

② 穂が大きく一穂籾数が多い
③ 粒が大きく多収が見込める
④ 業務用向けの極早生良食味品種
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飽水管理

① 土壌養分が肥沃な地域に適する。

② 熟期が早いため中山間地で
栽培が可能である。

栽
培
適
地

① 育苗期間が比較的低温で経過するため、特に出芽までの温度管理には注意する。

また、出穂が早いためカメムシ防除を徹底する。

② 収量を確保するために窒素８～10kg/10a程度の多肥栽培を行う。

③ 穂数を確保するために、疎植やきつい中干しは行わず間断灌水に努める。

④ 早刈は青未熟粒の増加、刈り遅れは胴割粒を増加させるため、適期刈取に留意する。
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株間18cm・2.5葉・3～4本/株 16～18本/株 21～23本/株 16～18本/株
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「 つ き あ か り 」 生 育 目 安 （ 暫 定 版 ）
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９　月
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３　月
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「つきあかり」の１穂籾数
注）令和２年度島根県農業技術センター

「品種比較試験」データを用いた.
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◇生育・収量目標と収量構成要
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収
量

（kg/10a）

【最高茎数】
400～430
（本/㎡）

【適正穂数】
300～330
（本/㎡）

【施肥窒素量の目安】
※施肥窒素量 ：８～10kg/10a程度
◆ 基肥窒素量：４（kg/10a）程度

◆ 穂肥窒素量：４～6（kg/10a）
※基肥一発施肥窒素量：10kg/10a程度

30日後 約110日後60日後50日後40日後 80日後70日後

施肥体系 基肥
穂肥①

（出穂25日前）
穂肥②

（出穂15日前）
合計

（kg/10a）
体系施肥
一発施肥

4
10

2～3
-

2～3
-

8～10
10

施肥窒素量と収量との関係
注）令和２年度島根県農業技術センター成績.

1.90mmふるい,水分15％換算値.

注）収量構成要素・生育データは,令和元～２年度島根県農業技術センター試験成績を参考とした.

穂肥① 穂肥② 病害虫防除軽い中干し

基肥

雑草防除

【有効茎】
300～330
（本/㎡）

土壌の過乾燥による登熟期の倒

伏
水管理と登熟歩合の関係

注）令和２年度島根県農業技術センター
「水管理試験」データを用いた.
水管理期間は主に中干し・登熟期間.
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１穂籾数

（粒/穂）

172%

★多収のために、窒素8～10kg/10aの多肥栽培と適度な間断かん水で大きな穂をしっかり登熟させる！

植付株間・栽植密度 １ 株穂数 ㎡当 穂数 １ 穂籾数 ㎡ 当籾数 登熟 歩合

本 /株 本/㎡ 粒/ 穂 粒 /㎡ ％ ｇ kg/10a

86.1 23.6 630 

玄米千粒重 収量( 精玄米）

cm・株/ ㎡

株間 　 栽植密 度
18 ・  18.5

16.8 310 100 31,000

注）施肥量は地力により調整する.
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